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はじめに
我が国では, 2015 年 3 月 27 日の学校教育法施行規則
の一部を改正する省令において, これまで教育課程の領
域として設定されていた ｢道徳｣ が ｢特別の教科である







学の成果である ｢社会的認知領域理論 (social cognitive
domain theory)｣ ないしは ｢社会的領域理論 (social
domain theory)｣ に依拠しながら1, 従来の領域として
の ｢道徳｣ にせよ ｢特別の教科道徳｣ にせよ, その内容
項目が, 並列し得ない異質なものを区別することなく寄
せ集めて雑然と並べたものであることを明らかにする.
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要旨
本研究は, 道徳性の心理学に関する一大潮流である社会的認知領域理論について, 道徳性, 社会的慣習, パー
ソナルなものそれぞれの独自性と, それらの相互関係という視点から概観した. それをもとに, 日本の学習指
導要領の ｢特別の教科道徳｣ における内容項目を検討することで, 内容項目に見られる固定性 (社会化) と内
容の偏り (社会的慣習偏重) という問題を明らかにするとともに, 内容の固定性と ｢考える道徳｣ という方法






















に 『道徳的価値』 を吹き込むことを要求する｣ (Nucci,
L. & Powers, D. W., 2014, p.121) ものである. しかし,
デュルケームら社会化に基づく道徳理解は, 学習につい
ての最新の研究―構築主義―が ｢子どもを情報や包括的
経験の解釈者であると考え｣ (Nucci, L. & Powers, D.
W., 2014, p.121), ｢子どもは―幼かろうが―自分たちの
社会的世界を解釈し, 理解しようと能動的に奮闘する｣
(Smetana, J. G., Jambon, M. & Ball, C., 2014, p. 23)
と考えるのとは, 正反対である. Nucci らは, 学問的な
教科ですら構築主義的なアプローチをとるようになって
きているのに, ｢伝統的な｣ 道徳教育である ｢性格教育｣
(character education) の擁護者らが, 道徳教育だけは,
構築主義をとらない旧態依然としたインカルケーション
の手法をとっていることを批判する (Nucci, L. & Pow-









があった (Piaget, J., 1932/1965). コールバーグは,
ピアジェの認知的発達理論を道徳性の発達に適用し 3水
準 6段階からなる道徳性の発達段階を示した (永野重史






第 3段階：対人的同調あるいは ｢よい子｣ への志向


















ら道徳性 (公正さ) が前進的に分化していくこと｣ にな
り, ｢より発展した道徳的自律の段階になってはじめて
道徳性が慣習に取って代わり, 独立して動作する｣
(Nucci, L. & Powers, D. W., 2014, p. 122) ことになる.
しかし, これらは実験的な研究結果とは合致しないと
Nucci らは言う. 彼らの研究結果によれば ｢2 歳半の子
どもも大人も, 道徳的な問題と社会的慣習の間で, 概念
的な区別を保っている｣ (Nucci, L. & Powers, D. W.,
2014, p. 122) のである.














道徳性 (morality), 社会的慣習 (social convention),
パーソナルなもの (the personal) の 3 つに (Nucci, L.
& Powers, D. W., 2014, pp. 122-125), あるいは
Smetana は, 子どもが社会の中で判断に利用する社会
的知識 (social knowledge) の点から, 道徳的概念
(moral concept), 社会制度的概念 (societal concept),
心理学的概念 (psychological concept) の 3 つに区別




認しておきたい (以下, Nucci, L. & Powers, D. W.,
2014, Smetana, J. G., 2006 and Smetana, J. G.,






徳性は, 正義, 福祉, 権利の基底的な概念化によって構
造化されている｣ とされる. これらの道徳的概念に反す
ることは, 他者の権利や福祉に本質的な影響を与えるの
で ｢悪 (wrong)｣ であることになる. これらのことか



















いくという (Smetana, J. G., 2006, p. 124).
また, 領域ごとに社会的経験は質的に異なる視点を与
えるのであるが, 道徳性の場合, 人は相互行為を ｢犠牲































ゆっくりとしたプロセスを示している｣ (Nucci, L. &
Powers, D. W., 2014, p. 126). すなわち, 社会的慣習
は, ある年齢段階で承認していたとしても, 子どもの認
知能力が発達し, あるいは, 視野が広がると, その正当


















を参照しておきたい (Nucci, L., 1985.). Nucci は社会
的慣習の一つである宗教的規範に対する反応を考察する
ことでこれに答える. 彼は, 宗教のなかで禁止されてい
ることのなかの道徳的なもの (盗むこと, 殺すこと, 姦
淫すること, 中傷すること等) と慣習的なもの (イース
ターやクリスマスでの宗教的祭祀への参席や聖餐に先立
つ断食を怠ること, 避妊具を使うこと, 婚前交渉, 離婚






























ら指図されると, 子どもは ｢かなりしばしば｣ 受け入れ
るという. さらに, 道徳的な問題への違反に関して親か








このパーソナルなものは, 人が, 自己 (self), 自律,
アイデンティティを確立するうえで, 不可欠なものであ
る. 日本では, パーソナルなものの主張をすると, しば
しば自己中心的だと批判され, 非道徳的であるとされる.
しかし, パーソナル･ゾーンを否定することは, 3 つの
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第 2に, パーソナル・ゾーンの否定は, 人間の ｢自由と
しての権利｣ という道徳的価値の否定につながる. これ








いう道徳的概念の構築に影響を与える｣ (Nucci, L. P.,














4 歳から 7 歳の子どもに, 道徳的な問題で母親が命令
を出す場合と, パーソナルな問題で母親が命令を出す場
合とで, 物語の主人公はどのように反応すると予想する
か, という実験では, 道徳的問題に関して, 年齢が上が
るにつれて, 母親のルールに従うと予想する子どもが増
える一方で, パーソナルな問題に関しては, 年齢に拘わ
らず, 多くが命令に従わないと予想し, なおかつ, 従わ
ないとよい感じがし, 従うといやな感じがすると予想す



















ordinated/conflicted), ③調和的 (coordinated) とい
う 3 つの場合があることになる (Nucci, L. P., 2014, p.
548).





い, 10 ドル札を落としたが, その乗客も運転手も気づ
かない. この場合, それを見ていた私はお金を落とした
ことを教えるか, 自分のものにするか｣ (間接的な盗み




である (Nucci, L. P., 2014, pp. 548-549).
まず, 自分のものにしてもよいかどうか (A), およ




図 1－ 1 盗む権利 (Right to Steal) と助ける義務 (Obligation
to Help) についての年齢ごとの回答
(Nucci, L. P. (2014) p.550 より転載)
ここに見られるように, ｢盗む権利｣ を正当化する傾
向は, 8 歳は 30%を下回っているが, 10 歳で 30％を超
え, 13 歳では約 50％にまで増加し, 16 歳で再び約 30％
へと減少する. これに対して, 助ける義務は, 8 歳では
約 50％なのだが, 10 歳では約 30％に下がり, 13 歳では







単純に道徳的に判断するのだが, その後, 10 歳, 13 歳,
16 歳と年齢を重ねるにつれ, 単純な判断は激減してい
く. それに対して, 不調和な判断は, 8 歳から 13 歳ま
では着実に増加し (10％以下→50％以上), 一転して 16
歳で減少 (約 30％) となる. これに対して, 8 歳では全
く見られなかった調和的な判断は, 10 歳では 10 数％と









































ともに, 若干の修正が施されている. 以下, やや分量が
多くなるが, 中学校学習指導要領における ｢特別の教科
道徳｣ の内容項目の全体を見てみよう.
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図 1－ 2 お金を返すための根拠づけに単純, 不調和, 調和のど
れをとったかの年齢ごとの割合





[自由と責任] [公正, 公平, 社会正義] [寛容] 等. あ
るいは具体的内容のなかにある ｢自他の権利｣ も道徳性
に関するものである. しかし, [節度, 節制] [礼儀]






しては, たとえば [自律] や [個性の伸長] などが関連
しているといえなくもないが, その具体的な内容の記述



















































































































｢望ましい生活習慣｣, [礼儀] のなかの ｢時と場に応
じた適切な言動｣, [遵法精神, 公徳心] にある ｢規律あ
る安定した社会の実現｣, [よりよい学校生活, 集団生活
の充実] の ｢教師や学校の人々を敬愛｣, [我が国の伝統
と文化の尊重, 国を愛する態度] のなかの ｢日本人とし
ての自覚｣ 等は, 既存の社会の側が, その社会に参入し






他方で, 今回の ｢特別の教科道徳｣ の学習指導要領は,
一見すると, 構成主義的な面も強調しているようにみえ








である』 との答申を踏まえ, 発達の段階に応じ, 答えが
一つではない道徳的な課題を一人一人の児童が自分自身


























断が出される. その際, それぞれの意見や判断が, どの
領域に基づいた発言なのかを分類・整理することができ
るのではないか. その上で, 授業で子どもたちの意見が
分かれたとき, その根拠となっているのが, 例えば, 道
徳性 v.s.道徳性の間での対立等, 同じ領域内での発達段

































































『子どもの道徳的自律の発達』 風間書房, 2003 年等がある.
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